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Ⅰ　学校（園）の規模及び地域環境

１　学校（園）規模

学級数　　　児童・生徒数　教職員数

附属幼稚園　　　　 3クラス　　　160 8

附属平野小学校　　18クラス　　　714 25

附属平野中学校　　 9クラス　　　356 19

附属高等学校平野校舎　9クラス　 368 21

附属養護学校　　　 9クラス　　　 59 29

◆参加児童生徒数（総計1,657名）

◆参加教職員数　（総計102名）

２　地域環境

大阪市平野区内隣接している大阪教育大学附属五

校園（幼稚園、小学校、中学校、高校、養護学校）

は、これまで連携・協力して地震や火災などを想定

した防災訓練を実施してきた。防災訓練については、

平成13年度以降それぞれの校園ごとに平野警察署の

協力を得るなどして独自に実施していたが、平成16

年度学校安全管理委員会の設置を契機として、防犯

訓練についても五校園が連携・協力を進めるように

取組を始めた。

平成16年度は、「小学校に刃物を持った不審者が

侵入したが、確保が難しく、移動する可能性がある

状況という想定で、他校の応援を得ながら速やかに

不審者に対応しつつ、子どもたちを安全、確実に小

学校グランドから附属中・高グランドへ二次避難さ

せる」訓練を行った。その際、警察署や消防署、保

護者、地域の代表の方々に訓練の様子を見学してい

ただき、その後に学校安全管理委員会を開催して、

学校の安全管理について幅広くご意見をいただく機

会とした。そして、その際明らかになった課題の克

服を意図して、今回は幼稚園、小学校、中学校、高

校、養護学校と大学とが一体となった総合的な防犯

訓練を実施した。

Ⅱ　取組のポイント

１ 五校園が連携して、小学校に侵入した刃物を持

った不審者に対応しつつ、子どもたちを安全、確

実に小学校のグランドから附属中・高グランドへ

二次避難させること。

２ 他校園や大学、関係諸機関と連携した避難が円

滑に行えるように、各種の通信機器を効果的に活

用して必要な情報を迅速かつ的確に収集し、その

情報を構成員に共有化するとともに、適切な指示

が系統的に行えるように、本部機能を充実させる

こと。

３ 写真つきの「個人カード」を活用して、児童の

安否確認が誰にでも迅速に出来るようにするとと

もに、負傷者に対する救護措置の迅速化を図り、

その後の搬送先へのフォローをカーボンコピー式

の「負傷者チェックカード」やGPS機能付の携帯

電話を活用して、負傷状態、搬送先の的確な把握

を実現できるように工夫すること。

Ⅲ　取組の概要

１　取組の趣旨やねらい

本来、学校敷地内に不審者を入れることはあって

はならないことである。しかし、万一学校敷地内に

刃物を持った不審者の侵入を許した場合、被害を最

小限に食い止め、子どもたちの動揺を抑え、事態を

早期に沈静化させる一つの方策として、近隣校園と

連携して侵入者に対応することや、安全で的確な二

次避難を行うことが必要になると考え、隣接してい

る五校園と大学が一体となった防犯訓練を実施し

た。

昨年度の訓練では、通信機器が不具合だったにも

かかわらず、防犯訓練は全体として円滑に進行した。

これは、構成員が周りの状況を理解しながら指示に

従って行動していたのではなく、予め策定したマニ

ュアルにそって行動していたことが課題であると考

えられた。また、もし負傷者が出た場合の連絡・搬

送のシステムが十分ではなかった。

そこで、今回の訓練では、さらに個々の教職員の

危機管理能力の向上を図るため、次のことを目指す

ようした。

（１）迅速で的確な情報収集と共有化（本部機能の

小・中・高・幼・養の五校園と大学が連携した
総合的な防犯訓練の取組
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充実を含む）

（２）関係諸機関への迅速な連絡

（３）救護措置の迅速化とその後のフォローの工夫

（４）児童の安否確認が誰にでも迅速に出来るため

の工夫

（５）保護者への迅速な連絡の実現

（６）不審者への対応

２　取組の内容、計画、方法等

（１）状況の想定

・昼休みの終わり頃、附属平野小学校北運動場の北

端に不審者が歩いているのを、パトロール中の警

備員１名が発見し、直ちに携帯電話で職員室に連

絡した。

・児童は、運動場で遊んでいる。

・連絡を受けた職員が直ちに110番通報を行うとと

もに、複数名で現地に向かい、同時に児童に避難

を呼びかけた。

・警備員と教職員で侵入者と対峙し、警察の到着を

待つが、侵入者の行動を制止中に教員一人が怪我

をした。直ちに119番通報を行った。

・校内放送によって児童は南運動場に避難した。そ

の際、児童２名が転んで怪我をした。

・警察が駆けつけ、侵入者の身柄を拘束し、引き渡

した。また、怪我をした教員及び児童は救急車で

病院に搬送された。

【図－１　訓練の概要】

（２）訓練の概要

不審者対応フローチャート

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
不審者を 発見→  

携帯で職 員室に 連絡  

退去を求 める 

危害を加 える恐 れはない か 

○教 職員への緊 急 

連絡 

○暴 力の抑止と 退 

去の説得 

○隔離 

隔離・通 報  

防御 （暴 力の抑 止被害 

拡大の防 止） 

移動阻止 

全校への 周知 

 

避難誘導 

近隣附属 校との 連携 

子どもを 守る  

負 傷者は いない か 

二次避難 

   被害拡大の防止 

犯人の確 保と 

    事  件  の  終  結   

不審者対 応訓練 

不審者の 侵入を 認識 

○  状況の確 認 

○  関係諸機 関への 連絡 

一斉放送  

安全確保 班 対 応  

訓練 「北運 動 場に不審者が 発 

見されました 。 第○避難場所 に 

静かに避 難して ください 。 」  

子どもの 掌握 

教職員の 役割分 担と連携 

救急隊到 着まで の応急 

手当て 

速やかな 119番 通 報  

被害者の 心のケ ア着手 

応急手当 などを する  

負傷者搬 送訓練 

養護教諭 の対応  

負傷者の 存在を 認識 

避難誘導 訓練１  

避難誘導 訓練２  

個人カー ドをつ かった安 否確認 

救急車の 要請と 保護者へ の連絡 

二次避難 完了  

大学に対 策本部 設置  



123

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校舎・教室  

凡例 
       携帯電話または無線機による連絡 
       有線電話による連絡 
       人の移動 
 
 
 
 
 
 
全職員：りんご園への不審者侵入を認識する  
侵入者確認のための職員 ： 無線機とＧＰＳ携帯と警杖を持ち、 負傷者の有無確 

認と南運動場への移動を指示しながら、 りんご園へ  
救護班（ ・ ） ：保健室に行き保健室児童の管理等  
救護班（ ） ： （ ） 、 （ ）に引継ぎの後、職員室で待機する。  
 
 
    
      
 
 
 

侵入現場（りんご園→北運動場）  

 
 
 
 

 
    不審者の動きの監視を続行  
    動きがあれば連絡  
 
 
教務現場到着  
職員が現場到着  
①誰何する  
②退去を求める  
指示に従う様子がなければ、 刃物所持 
如何に関わらず、避難を勧告する  
 
 
①判断（  ）  
「南運動場へ１次避難」  
②報告（ )無線で職員室へ  
 ・指示に従わない、刃物所持  
 ・南運動場への避難を勧告  
 ・付近の防犯ベルを押す  
その場にとどまり不審者  
の移動を阻止  
 
 
 
 
状況を随時報告  
 
 

 
→ 2 次避難の必 要を報告  
  
 
 
 

 ・負傷者氏名、負傷部位等を連絡  

警察が現場に到着  

→不審者確保へ  

（ ） ：現場案内（ ） ：状況説明  

不審者確保 （ ） ：確保を報告  

↓  

初期対応の学級担任は附中へ  

応援要員はそれぞれの校園に戻る  

 

 

 

 

職員室･事務室  
 
 
 
 
不審者の侵入を認識（事務→副校長） 
○職員へ放送  
○教務主任に現場へ行くことを指示  
 

 

①警察②附中③ PTAルーム  
④大学（附属学校係）  
 ※附幼より常磐会幼へ連絡 （以下同） 
附高・幼応援要員職員室到着 
→副校長 指示 ：無線機 ・警 杖をもって 
昇降口等へ （南 運動場への移動阻止） 

 
現場の状況と位置を認識→避難を決定 
避難を指示  
非常ベルの後に放送（ 2 回）  
 
 

 
南運動場へ個人カード搬出指示  
児童負傷把握、 （ ）は現場へ（ GPS） 
負傷者情報記入、救急車要請 
負傷児童を児童班班長に連絡  
現場の状況につき随時報告を受ける  
 
 
 
状況認識→ 2 次 避難を決定  
1 次避難完了報 告を受ける  
避難を指示  
連絡�（2次避難の実施） 
①大学②附中  
負傷者情報を受け救急車要請 
救急車①による搬送児童名等を把握  
搬送児童保護者に連絡 
救急車②による搬送職員名等を把握  
2 次避難完了の 報告を受ける  
不審者確保の報告を受ける  
連絡�(不審者確保、避難解除) 
 ①附高 ②附中 ③大学  
  
 
 

大学、附中・高、附幼  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
附小への不審者侵入を認識  
○附中・高  
①附高応援要員を附小へ派遣  
② 2 次避難 に 備えて誘 導担 当者に 
待機を指示する  

○附幼  
①附幼応援要員を附小へ派遣  
② 2 次避難に備 えて誘導担当者 （警 
備員）に待機を指示する  

○ 大学  
① 対策本部の設置  
② 対策本部会議の召集  
③ 応援体制の指示、派遣訓練  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 次避難の連絡 を受ける  
附中・高、附幼：  
・誘導担当者を配置につける  

 
附中・高グラウンド  

（ ） ：各学級の人員確認を総括  
 附高を通じて避難完了を報告  
  
附高を通じて不審者確保認識  

（ ） ：帰校を指示  
→来た道を来た順に戻る  
○当日は避難場所にて警察、 校長の講 
話。小学校へ戻り学級で事後指導  

 
 
 
 

北運動場  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童：体育館前から南運動場へ避難  

 

 

 

 

 
 

（ ） ： 負傷児 童発見→ （ ）より本 
部へ  
（ ） ：応急処置し、救急車要請判断  

第０避難場所（ 南運動場）  
児童班班長 (  )・補佐（ ）  
○ 職 員 室で次 の物を とり 南 運動場へ 
①出席板  ②無線機  ③個人カード  
学年主任：担当学年の人数確認  
※人数不足学級は個人カードで確認  

人数確認＝ 1 次 避難完了  
  （   ）  ： 2 次避難開始を指示  
   １  ，  2 年  附中正門へ  
   3～ 6 年  附幼正門へ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

りんご園 で 不審者を 発 見  
→携帯で 職 員室に連 絡  

校長・副校 長に情報を 集約し 
て状況判断 し、事務室 と連携 
して指示・連絡等を行う。 

場所を中心にした職員の動きと情報の流れ 

警察への通報 
平野警察生活安全課 

この間、不審者の思わぬ行動に 
よって教職員１名に負傷者が出 
るも、継続して不審者と対応  

 
1 次避難時の役 割分担（別紙１）に  
従って配置につき、避難誘導  
最後に分担の教室に児童がいないこ  
とを確認して担当場所へ  
 

正門付近  
事務：警察、救急の誘導、情報提供  
 
 
 
 

  
救急車到着① 必要に応じて誘導 
（ ） ： 本部で 記入した 用紙 の複写、 

ＧＰＳ携 帯を もって救 急車 に 
同乗し、逐次連絡を取る  

救急車到着② 必要に応じて誘導 
  ： 用紙に必要事項を記入、 ＧＰＳ 

携帯をもって救急車に乗る  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

携帯電話メールシステムによって 
保護者に事件の事実と避難場所を 
連絡 連絡を受けた 保護者が避難 場所で学 

級担任から子 どもを引き取 って下校 
する 

教 職 員 の 負 傷者は、 切り つ けられ 
た も の の 比 較的軽傷 で、 自 らＧＰ 
Ｓ 携 帯 を 持 って救急 車で 搬 送され 
る想定です 

13： 30 

14： 20 

13： 36 

13： 32 

ＧＰＳ携帯追跡連絡システムによ 
って逐次位置を把握し、搬送先を 
確認する。  

ＰＴＡ活動等で来校中の保護者も活動をやめ、自ら判断して 
避難してく る 児童を看護 ・ 誘導しなが ら 、次の放送 に 従 っ て 
避難誘導の補助を行う。  

来校中の保護者は児童の避難誘導 
を補助しながら、自らも附中グラ 
ウンドへ避難する。  

13： 50 

全校へ放送：「訓練です。○○先生は、りんご園まできてください。」 

 

避難中に児童 1名が転倒し頭部を強打  

（訓練として試験送信を行う）（訓練として試験送信を行う） 

（本訓練では実施しない）（本訓練では実施しない） 

※原則： 1 人で は対応しない 

15:00～16:00 学校安全管理委員会　附中高合同教室にて 

教務現場へ移動（無線・GPS携帯持参）南運動場への移動を呼びかけながら 

連絡�（または連絡を指示） 

全校へ放送：「訓練です。児童の皆さんに連絡します。北運動場に不審者が発見されました。第０避難場所に静かに避難してください。」 

（ ） ： 2 次避 難が必要と判断 

防
犯
訓
練
実
施
計
画
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３　訓練全体を通じて

緊急時においては、「いつ、どこで、誰に、何が

起こっているか」を本部長はもちろん、各構成員が

それぞれ的確に把握できていることが重要である。

そのために、各パートのチーフを中心に６台の高性

能無線機（簡易無線局申請を必要とするもの）を所

持し、チーフを中心に構成員各人が的確な「情報収

集」に努め、集めた情報を同僚に向けて「広く・早く

伝達する」姿勢を持つようにした。《ねらい（１）》

（１）不審者対応訓練

不審者を取り巻きつつ不審者の移動を抑え、子

どもを避難させる。必要に応じて犯人を確保した。

不審者対応方法については５年前から訓練を積

み重ねてきているが、対応する際の声のかけ方、

人員の配置、さすまた・警防等の使い方、取り押

さえる際の注意点等がしっかり行えるかを改めて

確認することも今回の訓練の大きなポイントとし

た。《ねらい（６）》

今回は、本校安全確保班と警備員の６名が直接

不審者に対応し、他校園からの応援６名は、子ど

もたちの避難場所への侵入を防ぐ役割とした。

また、無線機を活用して不審者の状況を逐次本

部やチーフに報告するようにした。《ねらい

（１）》

【写真－１　不審者対応訓練の様子】

（２）避難誘導訓練

まず、北運動場や教室にいる子どもたちに声を

かけながら南運動場に誘導するようにした。その

際、各人が出来るだけ大きな声を出し、周りに知

らせることを心掛けた。《ねらい（１）》校舎内

に残っている児童の確認を行い、第一避難場所で

ある南運動場で人員の確認を行った。

次に、無線機からの連絡で「未だ侵入者は確保

されないこと」や「侵入者は刃物を所持している

こと」を認識した上で、本部の指示により附属

中・高グランドへの二次避難を行った。その際、

学校にいる保護者や幼稚園や中学校からの応援要

員によって、信号のある交差点での安全確保など、

安全で確実な避難誘導を行った。

【写真－２　避難誘導訓練の様子】

さらに、附属中・高グランドで『個人カード』

を使って再度人員の確認を行った。今回のような

事態では、児童生徒の安否確認を的確かつ迅速に

行えないといけないが、必ずしも担任が安否確認

に当たれるとは限らない。そのため、写真付きの

『個人カード』を活用して、誰でも安否確認に当

たれるようにした。《ねらい（４）》

【図－２　個人カード】

最後に、幼稚園及び中学校・高校では、小学校

からの第一報を受けて、正門及び校舎出入口を閉

鎖し、園児・生徒の点呼を行い、安全を確認をし

た上で、状況をみて幼稚園児及び中学校生徒は運

動場へ、高校生はアリーナへ二次避難を行った。

（３）搬送訓練

救護措置に関する「迅速さ」についても留意し

た。これは、負傷者が確認されると同時に出来う

る限り素早い応急措置が取れるように努めるこ

と、避難誘導の際に負傷者を見逃すことがないよ

う校内を見回る者は出来るだけ大声を出しつつ確
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認作業を行い、救護の必要なものを出来るだけ早

期に発見するように努めた。

今回は、避難中に児童（人形を使用）が転倒し

頭部を強打、不審者と応対中の教職員が刃物によ

り負傷したと想定し、救急車を要請し病院への搬

送訓練を行ったが、その際、前年度の反省から、

負傷者の氏名、負傷状態、搬送先の確認および保

護者への連絡を的確に行えるように、カーボンコ

ピー式『負傷者チェックカード』の活用を図ると

ともに、GPS機能付の携帯電話を付き添いの養護

教諭が持つことで搬送先の的確な把握を実現でき

るように工夫した。《ねらい（３）》

【写真－３　応急処置の様子】

【図－３　負傷者チェックカード】

（４）本部機能訓練

まず、無線機等を効果的に活用して各構成員か

らの情報を直ちに本部長の元に集約し、正しく状

況を認識して、適切に判断する能力を高めること

を課題の一つとした。本部では、集約された情報

が共有化できるように、校庭見取り図付きのホワ

イトボードに侵入者や負傷者の情報を逐一記入す

るようにした。また、そうして集まった情報を、

無線機、校内放送等を通じて広く構成員にフィー

ドバックするようにした。《ねらい（１）》

次に、関係諸機関（警察、大学、近隣校、救急

車の要請等）への連絡の徹底を図った。大学への

第一報の連絡により、学長室に対策本部が設置さ

れ、以後学校長が学長に直接連絡、指示を受けな

がら事態の対応にあたるようにし、大学から緊急

の応援要員の派遣を受けるようにした。関係諸機

関への連絡については、誰がどこへ連絡を行うか

で混乱が生じぬように、「連絡体制一元化のルー

ル」を策定し、それを周知徹底することで、「結

局、誰も連絡していなかった」とか「連絡が遅れ

た」といったことが無いように努めた。また、指

示に対して大きな声で「復唱する」こととした。

《ねらい（２）》

さらに、事件が起こった際には出来るだけ早く

保護者にそのことを連絡し、あわせて安否を連絡

することも重要な課題であると考えた。本校では、

平成16年度より携帯電話を利用した一斉メール配

信システムを構築してきている。これまで繰り返

し折りあるごとにその運用に伴う問題点の改善に

努めてきたが、今回もこれを利用して早い段階で

の保護者への連絡と、保護者からの情報受信の確

認を行った。《ねらい（５）》

３　実践の成果

訓練後の学校安全管理委員会では、今回の訓練の

ねらいに関して概ね実施できたとの評価をいただい

た。

以下にそれらの主要なものをあげる。

（１）今回の訓練の様子から、児童及び教職員の防

犯訓練に取り組む意識の高揚が見られたという評

価をいただいた。また、個々の教職員の危機管理

能力も高まったと考えられる。特に、《ねらい

（１）》については、構成員間の情報の共有化が有

効に機能したと考えられる。教職員には、訓練後

もさまざまな場面で無線機の携行や情報の共有化

への意識づけが見られる。

（２）今回の訓練では、事件発生の第一報により幼

稚園児から高校生までが連携して安全の確保と避
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難行動をとることができた。また、大学などの関

係諸機関と一体となった訓練が実施できた。この

ような事態が起こった場合、子どもたちの安全を

確保するために多くの人々の連携した行動の重要

さとその具体的方策が検証できた。《ねらい（２）

に関連して》

（３）『個人カード』を使った児童生徒の安否確認、

負傷者発見時の『負傷者チェックカード』やGPS

機能付の携帯電話の活用、保護者への迅速な連絡

手段としての『携帯電話を利用した一斉メール配

信システム』については、いずれも有効に機能す

ることが検証できた。《ねらい（３）（４）（５）》

４　課題

訓練のねらいに関連して、細部で次のような課題

があったことも指摘された。

（１）《ねらい（１）》に関連して

近隣校園への連絡が初動時の電話連絡だけであ

った。事件発生とともに直ちに関連校園に連絡が

行われたものの、その後の状況変化が十分伝わら

なかったため、隣接校では現在何が起こっている

のかを把握することができず、若干の不安があっ

たとのことであった。今回、校内で利用した無線

機を関連校園でも共有するなどして、近隣校園が

リアルタイムで状況の把握を出来るようなシステ

ムを工夫するのが良いかもしれない。

このことと関連して、不審者の第一報は第一発

見者の携帯電話により的確に実施されたが、その

後、発見者が不審者への対応にかかりっきりにな

ったことから、応援者到着までの間、続報が入ら

ない状態があった。このことを受けて、訓練後は

警備員による校内巡視の際にも無線機を携帯する

ようにした。

（２）《ねらい（２）》に関連して

警察の到着が遅かったことが問題点として指摘

された。今回、「連絡体制の一元化のルール」を

策定することで事件発生と同時に関係諸機関への

第一報はもれなく早い段階で行われた。今後、こ

うした問題の発生を防ぐためには、第一報後も状

況に応じて追報（再度出動要請をする）が必要で

あるとの指摘が警察関係者からあった。

（３）《ねらい（３）（４）》に関連して

負傷者に対する教職員の対応の仕方に関しても

指摘があった。すなわち、養護教諭は負傷者への

応急対応について高度な知識・技能を身につけて

いる。これに対して、一般の教職員は日ごろから

救急救命訓練によって負傷者への対応方法を身に

つけるべく努力を重ねているが、緊急の場合には

負傷児童と避難中の児童への対応との間で注意が

分散されることもあり、結果として負傷者への応

急対応が必ずしも十分に行えないこともありう

る。そこで、一般教職員向けの応急処置法の訓練

を、今後もさらに続けていく必要がある。

また、今回の想定以上の負傷者が発生した場合、

養護教諭１名で対応しきれるだろうかという指摘

もあった。この点に関しては関連校園の養護教諭

同士での連携のあり方をさらに検討していくこと

が重要であると思われる。

さらに、教職員による児童の避難誘導に関連し

て、避難する児童の集団の最後尾に教職員の姿が

見えなかったとの指摘があった。この点について

は、避難場所での児童の集約の仕方（侵入者に対

応するため担任がいない中でどう児童を集約する

のか）、近隣校園からの応援要員をどのように活

用していくのかといったこととの関係でさらに検

討していく必要がある。

（４）今後への提案

今後もさらにこの種の訓練を続けていくことが

まず重要である。その際、今回のように訓練の内

容を全参加者が把握している形ではなく、大まか

な流れ以外は事件の発生場所、被害者の数等を知

らせない形での訓練、管理職不在を想定した形で

の訓練など、よりバージョンアップした訓練を行

うことも必要であろう。

その後、今回のように実際に児童や警察、消防

署関係者の参加がなくとも、教職員のみで机上シ

ュミレーション訓練を行うことも意味がある。そ

うした訓練を通じて、１つ１つ次の行動を意識し

なくても自動的に行えるようになって初めて、実

際の事件に際して臨機応変に対応できるようにな

ると考えるからである。また、事件対応に当たっ

て必要となる役割（指示を出す係、救護係、誘導

係等）を、事前の予告なくその時の校内の人員構

成に応じて、主体的・即応的に担えるような心構

えをつくるための訓練が必要かと思われる。

また、今回の訓練が比較的スムーズに経過した

理由の一つに、コミュニケーション手段がしっか

りしていたことが挙げられる。構成員が「今、ど

こで、何が発生しているのか」を把握できること

は重要なことである。各教室、各構成員（警備要

員も含む）が本部に直ちに連絡でき、本部側では

そこにいる全員がそれを同時に聞くことができ、

構成員もまた相互に何が起こっているのか把握で

きるようなシステムの開発が必要なのではないか

と考える。


